
 
 

 

議案第２号 

 

宇和島市地域公共交通計画に係る評価結果について 

 

 

宇和島市では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、市

民・事業者・行政が協働して持続可能な公共交通ネットワークを確立することを

目的とした「宇和島市地域公共交通計画（計画期間：令和６年度～令和10年度）」

を作成しています。計画の作成にあたっては、本協議会の前身である附属機関と

しての「宇和島市地域公共交通活性化協議会」において、計画内容を審議し作成

しております。 

 

地域公共交通計画を作成した場合においては、毎年度、計画に定められた事業

の実施状況に関する調査、分析及び計画に定めた目標値と実績値を比較し達成

状況の評価を行うこととされています。 

 

本議案においては、令和７年度の計画の評価結果（案）を作成いたしましたの

でご審議いただき、その後、計画の評価結果を国へ提出するものです。 
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令和７年度 地域公共交通計画の主な取組について

■バス路線の最適化

・（宇和島市）

吉田・三間地区のコミュニティバスでフリー

乗降区間の導入（R7.4～）

・（宇和島自動車）

平浦線を朝の通学に合わせてダイヤ調整

・（宇和島市）

最新の路線状況を公共交通マップに反映し、

市外転入者や交通事業者の施設に設置し配布

■新規事業

持続可能な地域公共交通の実現に向けた取組

【令和７年度】

・各種調査業務

住民アンケート、交通事業者へヒアリング等

⇒各地域の現状や課題、ニーズの把握

【令和８年度以降】

・新モビリティサービスの実証運行

ライドシェア、自動運転等

・事業の横展開

■その他事業
・高齢者向けの交通安全教室

小学校向けのバスの乗り方教室

・免許返納者への運賃割引

運転免許証返納支援事業の実施

■待合所の環境整備
・宮の浦集会所
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評価指標
目標値

基準
(計画作成時)

今回評価
(令和７年度)

目標値 分析・評価・次年度取組

公共交通の分かりやすさの向上
乗り方教室、交通安全教室の開催回数 1回 4回 5回

今後予定されている小学校統合等
の状況を踏まえ、教室開催が必要
な団体・地域での実施を継続して
いく。

利用者数
鉄道、路線バス、コミュニティバス、
デマンドタクシー、海上交通の利用者

1,473千人 1,484千人 1,473千人 利用者数は微増となっているもの
の、収支率と公的負担額は人件費
の増加や燃料高騰から経常費用が
増加しており、悪化している。
吉田地区・三間地区コミュニティ
バスについては、令和7年4月より
フリー乗降を開始しており、その
他路線についても地域の実情に
あった運行内容への見直しを検討
し、更なる利用者増加を図る。

収支率
路線バス、コミュニティバス、デマン
ドタクシー、海上交通の運行収支率

31.4% 27.2% 31.4%

公的負担額
路線バス、コミュニティバス、デマン
ドタクシー、海上交通の運行経費の公
的負担額

272,494千円 400,816千円 272,494千円

公共交通の現状に関する広報の取組
市民にコミュニティバスの利用状況を
広く認知してもらうために取り組んだ
広報の種類

1種類 1種類 3種類

R7年度は、R7.4月より吉田・三間
地区で導入したフリー乗降につい
て、市HP及び市広報にて周知済み。
その他利用に繋がる情報発信を実
施する。

関係者の連携に関する取組
運転士等の確保に向けた募集に係る実
施件数

1件 1件 2件
市内交通事業者の運転士の状況を
把握し、運転士確保に向けた取組
を実施していく。

多様な移動手段の活用に関する取組
既存の輸送手段や送迎サービス等の活
用検討会議の回数
①庁内会議
②庁外会議

①0回
②0回

①0回
②0回

①1回
②1回

関係各所から個別に意見聴取や情
報収集を行っており、適宜活用検
討会議を実施する。

令和７年度 地域公共交通計画の評価指標について
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評価指標 目標値

公共交通の分かりやすさの向上
乗り方教室・交通安全教室の開催回数
5回/年

・乗り方教室、交通安全教室を通じた利
用方法の周知

担当部署へ照会

４回/年
（内訳）
・乗り方教室２回
・交通安全教室２回

今後予定されている小学校統合等の状況を
踏まえ、教室開催が必要な団体・地域での
実施を継続していく。

公共交通の市民への浸透

住民アンケートによる時刻表・路線図
等の情報提供に満足度が「満足」「や
や満足」と回答した人の割合
路線バス　22.0％
コミバス・デマンド　19.0％

－ － － －
計画最終年度（令
和10年度）に調査

交通結節点・乗継拠点の維持、情報提
供の取組

交通結節点・乗継拠点において、市全
域の乗継時刻表の提供地点数
11地点

－ － － －
計画最終年度（令
和10年度）に調査

バス等の待合環境整備に向けた地域の
取組

宇和島市公共交通利用者便益施設整備
事業費補助金の申請件数
2件

－ － － －
計画最終年度末
（令和10年度末）
に調査

住民アンケートによる時刻表・路線図
等の情報提供に満足度が「満足」「や
や満足」と回答した人の割合
路線バス　22.0％
コミバス・デマンド　19.0％

－ － － －
計画最終年度（令
和10年度）に調査

交通結節点・乗継拠点において、市全
域の乗継時刻表の提供地点数
11地点

－ － － －
計画最終年度（令
和10年度）に調査

鉄道、路線バス、コミュニティバス、
デマンドタクシー、海上交通の利用者
数

鉄道、路線バス、コミュニティバス、
デマンドタクシー、海上交通の利用者
1,473千人

1,484千人

収支率
路線バス、コミュニティバス、デマン
ドタクシー、海上交通の運行収支率
31.4％

27.2%

公的負担額

路線バス、コミュニティバス、デマン
ドタクシー、海上交通の運行経費の公
的負担額
272,494千円

400,816千円

地域モビリティ等の支援に関する取組
地域主体で行う地域モビリティの取組
地区数
3地区

－ － － －
計画最終年度末
（令和10年度末）
に調査

公共交通の現状に関する広報の取組

市民にコミュニティバスの利用状況を
広く認知してもらうために取り組んだ
広報の種類
3種類/年

・公共交通の現状に関する広報の実施
市で実施した件
数を集計

１種類/年

R7.4月より吉田・三間地区で導入したフ
リー乗降について、市HP及び市広報にて周
知。その他利用に繋がる情報発信を実施す
る。

運転士等の確保に向けた募集に係る実
施件数
2件/年

・運転士等確保に向けた取組の実施
市で実施した件
数を集計

１件/年
・宇和島自動車（株）バス養成
運転士制度

市内交通事業者の運転士の状況を把握し、
運転士確保に向けた取組を実施していく。

公共交通（路線バス・コミバス等）の
デジタル化（キャッシュレス支払い
等）の整備件数
5件

－ － － －
計画最終年度末
（令和10年度末）
に調査

既存の輸送手段や送迎サービス等の活
用検討会議の回数
庁内会議　1回/年

市で実施した件
数を集計

0回/年
関係各所から個別に意見聴取や
情報収集を行っている。

既存の輸送手段や送迎サービス等の活
用検討会議の回数
庁外会議　1回/年

市で実施した件
数を集計

0回/年
関係各所から個別に意見聴取や
情報収集を行っている。

関係者の連携に関する取組

多様な移動手段の活用に関する取組 ・市内輸送資源の有効活用の検討

宇和島市地域公共交通計画の評価等結果（令和７年４月～令和８年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

・免許返納に向けた取組
・バス等の路線網の再編、最適化
・必要な路線等への支援体制の検討

各事業者の実績
報告、各事業者
への照会

目標
備考評価・次年度に向けた課題や取組達成状況・分析調査方法目標を達成するための取組

観光客等の利便性の向上

関係各所からの情報収集を引き続き行い、
適宜活用検討会議を実施する。

利用者数は目標値を超えているが、前年度
より微減となっている。収支率や公的負担
額は人件費の増加や燃料高騰から経常費用
が増加しており、悪化している。
地域の実情にあった運行内容への見直しを
検討し、更なる利用者増加を図る。
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